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「北海道地区会議新代表幹事からのご挨拶」
第26期北海道地区会議代表幹事
（北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授）

宇 山 　 智 彦

……………………………………………………………
　このたび、北海道地区会議の第26期（2023年10月～
2026年９月）代表幹事を務めることになりました。
地区会議は、日本学術会議と科学者との意思疎通を
図るとともに、地域社会の学術の振興に寄与するこ
とを目的としています。この目的に沿った使命を果
たせるよう微力を尽くしますので、皆様のご指導と
ご協力をよろしくお願い申し上げます。
　日本学術会議は、第二次世界大戦後の1949年、民
主化と学術体制刷新の熱気の中で、茅誠司ら中堅世
代の研究者の主導により、人類社会の福祉と学術の
進歩に貢献することを使命として設立されました。
また、あまり知られていませんが、日本学術会議に
は学術研究会議という前身があり、これは櫻井錠二
らの主唱で、国際研究評議会への加盟と、国内の研
究機関間の連絡・統一のために、1920年に設立され
たものです。日本において、研究者の主導で設立・
運営され、国内の研究者を統合し国際的に代表する
国家機関の歴史は、百年以上にわたるのです。
　日本学術会議は設立後、学問と学術行政のあり方
を積極的に審議し、多数の研究所の設置や学術予算
の拡充、国際学術交流の推進などに大きな役割を果
たしました。その後、実質的な権限が弱められまし
たが、21世紀に入って社会と政府への科学的助言機
能を強める自己改革を行い、多数の提言の発出など
幅広い活動を行ってきました。
　しかし今、日本学術会議は大きな岐路に立たされ�
ています。2020年10月の第25期の開始にあたり、６名�
の会員の任命が内閣総理大臣によって拒否されると

いう事件の後、同年12月に自由民主党が、学術会議
を政府から切り離すよう提言しました。他方、学術
会議は６名の会員の任命を粘り強く求めると同時
に、社会的役割をよりよく発揮するための自主改革
に取り組みました。その後内閣府が、会員選考に外
部の諮問委員会を関与させることなどを盛り込んだ
日本学術会議法改正案を準備したのに対し、学術会
議は2023年４月の総会で、拙速な法改正をやめ開か
れた協議の場を設けることを求めました。
　すると内閣府は学術会議を法人化する方針を打ち
出し、12人の有識者懇談会での検討を経て、2023年
12月に、内閣府特命担当大臣決定「日本学術会議の
法人化に向けて」が出されました。法人化の最終的
な可否や細部は今後、法改正案の検討の中で決めら
れていくと思われますが、大臣決定では、選考助言
委員会、運営助言委員会、監事、評価委員会などの
設置が想定されています。研究者を内外に代表する
機関（科学アカデミー）が、政府の主導によって非
政府機関として設置され、外部から何重もの監督を
受けるというのは、日本と世界の学術史にない事態
であり、これが学術会議と学術界全体にどのような
影響を及ぼすのか、見通しは不透明です。
　日本学術会議をめぐる状況を学問の自由の問題と
して語ることには、反発する方々もいるようです。
確かに、個人の研究の自由が直接脅かされている状
況ではないかもしれません。しかし、個人の研究の
自由と並ぶ学問の自由の大きな柱は、研究教育機関
や学界全体の自治・自律性であり、学術会議は学問
の自律を支える役割を担っています。学問の自由に
関する国際的な指標では、日本の学問の自由度の評
価は他の先進国よりかなり低く、特に自律度の指数
が低くなっています。学問の自律性の低さは、研究
現場の実情に合わない学術政策によって個々の研究
の発展が制約されることにもつながります。学術会
議のあり方を、一組織の問題ではなく、日本の学問
の自律の問題として、研究者・市民の間で幅広く議
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す。学術会議の主な活動単位は委員会や分科会であ
り、地区会議ができることは限られていますが、学
術講演会、サイエンスカフェなどの場で、研究の成
果を広めるだけでなく、社会の中での学問のあり方
に関するコミュニケーションを図りたいと考えてい
ます。

論すべき時が来ていると思います。
　日本学術会議は日本学士院のような栄誉機関では
ありません。会員・連携会員は何の特権も持たず、
大学等で他の研究者の方々と一緒に働いている同僚
です。近くにいる会員・連携会員を通じて、多くの
方に学術会議の活動に触れていただければ幸いで

　波乱に満ちた第25期でしたが、北海道地区会議の
活動を無事終えることができました。会員、連携会
員の皆様をはじめ、多くのご関係の皆様方に多大な
るご協力とご支援を頂いたおかげです。また地区会
議事務局を北海道大学に担当頂きました。北海道地
区会議代表幹事として、関係の皆様に心より感謝申
し上げます。
　今期の北海道地区会議の活動概要を報告致しま
す。会員と連携会員10名で構成されている地区会議
運営協議会はほぼすべてウェブ開催と文書開催でし
た。毎年恒例の学術講演会は予定通り企画しました
が、コロナ禍で種々の制約が伴いました。令和２年
は、初めてオンラインで開催しました。石塚真由美
会員の企画により「感染症との共存の現在と未来」
と感染症に関するタイムリーなテーマを取り上げま
した。国内外でどのような感染症が問題となってお
り、我が国はどのような危機にさらされているのか、
またコロナとの共存に向けてどのようなパラダイム
シフトが起こっているのか、感染症の専門家を交え
た貴重な情報発信となりました。
　令和３年は、宇山智彦会員および大場みち子会員
の企画により、「コロナ・ポストコロナ時代の社会
課題の解決に向けて―記録・国際協力・情報技術―」
を開催しました。２年続けてのオンライン開催でし
た。歴史学、国際政治学、情報工学といった異なる
分野の先生からポストコロナに向けての講演を頂
き、総合討論を通じて大変有意義な学術交流の場で
した。
　令和４年は、「地球環境の未来を考える―カーボ
ンニュートラルの実現に向けて―」をテーマとした
公開シンポジウムを会場とオンラインのハイブリッ
ドで開催しました。日本学術会議第三部会（理学・
工学系、会員70名）夏季部会の北大開催に合わせ
て、大場みち子会員が中心となり地区会議と合同で
企画したものです。地球環境や気候変動とカーボン
ニュートラルの関係性やその実現に向けた産業構造
の変革、地方創生との両立について先進的研究や事
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「第25期北海道地区会議の活動を振り返って」
第25期北海道地区会議代表幹事
（北海道大学大学院保健科学研究院客員教授、
� 北海道大学名誉教授）

伹　野　　茂

……………………………………………………………
　日本学術会議は１期３年で運営され、会員・連携
会員の任期は通常２期６年です。今期の第25期は令�
和２年10月から令和５年９月までの３年間でしたが、�
歴史的に激動の期間となりました。令和２年（2020）
初頭にはじまった新型コロナウイルス感染症の世界
的なパンデミックの真只中でした。昨年５月にやっ
と「五類」に移行しましたが、まだ予断を許さない
状況が続いています。大学・教育関係等におかれま
しても前例のない感染症対策に大変ご苦労されたこ
とと思います。日本学術会議もあらゆる感染症対策
の制約の中での活動でした。
　第25期は梶田隆章会長（ノーベル物理学賞受賞者）
のもとでスタートしました。第１回総会では、新会
員予定者105名のうち第一部（人文・社会科学）の
６名が総理大臣から任命されないというこれまた前
例のない事態が生じました。いわゆる任命問題です。
日本学術会議では、第25期の３年間を通じて、政府
に対し早期の任命を要求するとともに、通常業務に
加え、学術活動の重要性を高めるための組織改革に
取り組みました。独自改革は進みましたが、任命問
題については解決していません。
　北海道地区会議でも大変残念な事がありました。
今期代表幹事であった吉岡充弘先生（北海道大学大
学院医学研究院長・医学部長・教授）が令和３年９
月に急逝されたことです。第24期・第25期第二部会
員（生命科学系）として、基礎医学委員会、科学者
委員会、等でご活躍されておりましたので、未だに
残念に思う次第です。
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　私たちが直面しているSDGs、地球温暖化、パン
デミック、カーボンニュートラル、地域紛争、地域
災害、といった地球規模の諸課題を乗り越えるに
は、さらなる学術の深化と発展が不可欠です。国の
立法、行政、司法の三権に対し、科学に立脚した学
術面からのチェックや助言がますます重要となって
います。日本学術会議はあらゆるものから公正で独
立した立場が基本です。国の特別機関とした我が国
の日本学術会議の制度は、世界に誇るべき良い見本
です。政府は現在の組織体制を見直し、独立した法
人とする方針を表明しています。日本学術会議ホー
ムページ等から、今後の交渉過程を注視して頂きた
いと思います。
　第26期におきましても、北海道地区会議が学術の
活発な地域活動を展開することになります。引き続
きご協力とご支援を宜しくお願いします。

例の講演を頂きました。また、カーボンニュートラ
ル実現社会への期待や課題について、次世代をにな
う若い学生たちとともに考える機会としました。道
内の高校生５チームを会場に招待し、それぞれ発表
と講演者等との討論を行いました。高校生の発言と
提言には多くの賞賛の声が寄せられ、シンポジウム
は大変盛況でした。
　また地区会議の独自の活動として、先端の科学に
おける面白さや大切さを市民や小中学生・高校生等
へ発信する「サイエンスカフェ」を長年実施してい
ます。令和３年は加藤昌子先生（連携会員）による�
「色からはじまる変化のいろは―ソフトクリスタル
にみる化学の新潮流―」、令和４年は河原純一郎先
生（連携会員）による「気づける不思議、見逃す仕
組み―認知心理学から広告を読み解く―」を開催し
ました。

　学術講演会開催報告　
　北海道地区会議では、市民公開の講演会を毎年開
催しています。令和５年度は、11月18日（土）に、�
会場とオンラインのハイブリッド形式で開催しました。
　以下に、当日の講演内容を報告します。
……………………………………………………………
「人間と野生生物の共生のために� �
� ―北海道の最新研究と実践―」
日時：令和５年11月18日（土）
場所：北海道大学学術交流会館（札幌市）

報告：�日本学術会議連携会員� �
（北海道大学大学院獣医学研究院教授）

石 塚 　 真 由 美

　近年、ヒトの活動域と野生動物の生息域間におい
て、「Human-Wildlife-Conflict（HWC）」すなわちヒ�
トと野生動物の軋轢が問題となっています。全国的
に、様々な動物との軋轢に関するニュースが毎日の
ように報道されています。このような状況の中、北
海道には多くの大型野生動物が生息しており、他地
域に比較しても北海道特有のHWC問題を抱えてい
ます。一方で、One Health若しくはOne Welfareは、
ヒトだけの健康や福祉ではなく、野生動物を含む動
物や環境の健康や福祉も一体のものとして考えるコ
ンセプトです。HWC問題の解決には多角的な視野

での取り組みが必要となります。
　本シンポジウムでは、北海道におけるHWCのフ
ロントランナーに、北海道における野生動物課題と
共生のための道筋について講演をしていただき、最
新の情報を共有することを目的としました。このシ
ンポジウムでは、ヒグマ、エゾシカ、ゼニガタアザ
ラシ、トド、アライグマといった、北海道の中型～
大型哺乳類を中心に、動物との軋轢がなぜ起こって
いるのか、北海道においてどのような最先端な取り
組みがなされているのかについて、各々の専門家に
お話しいただきました。そして、One HealthやOne 
Welfareのコンセプトの元、HWC問題の解決のため
の大切な考え方について、共有しました。

近年、ヒトの活動域と野生動物の生息域間において、「Human-Wildlife-Conflict（HWC）」
すなわちヒトと野生動物の軋轢が問題となっています。北海道には多くの大型野生動
物が生息しており、他地域に比較しても北海道特有のHWC問題を抱えています。
一方で、One Health若しくはOne Welfareは、ヒトだけの健康や福祉では
なく、野生動物を含む動物や環境の健康や福祉も一体のものとして考える
コンセプトです。本シンポジウムでは、北海道におけるHWCのフロント
ランナーに、北海道における野生動物課題と共生のための道筋に
ついて講演をしていただき、最新の情報を共有します。

2023年11月18日土
13：30～16：25

北海道大学学術交流会館
（札幌市北区北8条西5丁目）

※Zoomウェビナーからも配信

プログラム

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用下さい。

参加申込

事前参加申込制
参加を希望される方は、11月16日(木)までに下記URL又は右のQRコードから
お申し込み下さい。
　URL： https://forms.gle/h1u1S1unYP9E98ReA

お問い合わせ先

日本学術会議北海道地区会議事務局
（北海道大学 研究推進部 研究振興企画課）
Tel：011-706-2155・2166　Fax：011-706-4873
E-mail：suishin＊general.hokudai.ac.jp
( 上記 mail アドレスの＊マークを＠に変えてお送りください。)

13：30～13：35 開会の挨拶

13：35～14：00 講演１ 「クマとの衝突はなぜ増えているのか？」
 坪田　敏男（北海道大学・大学院獣医学研究院・教授）

14：00～14：25 講演２ 「増え続ける北海道のシカとの共生のために」
 稲富　佳洋（産業技術環境研究本部エネルギー・環境・地質研究所
  　　　　　　　 自然環境部生物多様性保全グループ・主査）

14：25～14：50 講演３ 「アザラシの漁業問題とは？」
 小林　万里（東京農業大学・生物産業学部・教授）

 （14：50～15：00　休憩）

15：00～15：25 講演４ 「トドの問題を探る（仮題）」
 服部　　薫（水産研究・教育機構水産資源研究所・グループ長）

 磯野　岳臣（水産研究・教育機構水産資源研究所・主任研究員）

15：25～15：50 講演５ 「アライグマ問題の今後」
 池田　　透（北海道大学・大学院文学研究院・教授）

15：50～16：20 パネルディスカッション
  座長 石塚真由美（日本学術会議連携会員、
  　　　　　　　　　　 北海道大学大学院獣医学研究院教授）
16：20～16：25 閉会の挨拶

　　宇山　智彦（日本学術会議第一部会員、北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター教授）

　　渡辺　雅彦（日本学術会議第二部会員、北海道大学大学院医学研究院特任教授）

札幌駅 北12条駅
至 麻生地下鉄南北線

至 

小
樽

北
８
条

正門

南門 百年記念会館

附属図書館

生協会館 中央ローン

古河記念講堂

北海道大学

学術交流会館

座
長

参加費無料 どなたでも参加いただけます─北海道の最新研究と実践─

人間
と野
生生
物の共
生のた
めに

日本学術会議北海道地区会議学術講演会

主催：日本学術会議北海道地区会議、北海道大学
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……………………………………………………………
　初めに、オンラインにて、三枝副会長よりご挨拶
をいただきました。次に、北海道地区会議の宇山代
表幹事に、講演会のテーマと現在の国内の状況につ
いて、ご説明をいただきました。

挨拶をする三枝 副会長（オンラインでの参加）

挨拶をする宇山 代表幹事

　最初のご講演では、昨今、国内で大きな課題となっ
ているクマとの軋轢について、長年ライフワークと
してクマの研究に取り組まれている北海道大学獣医
学研究院の坪田教授より、ご講演をいただきまし
た。クマの食性や生理、生態、そしてその調査方法
などの基本的な情報から、道内に生息するヒグマの
特徴についてご説明いただき、道内で大きな課題と
なっていたOSO18についても言及されました。近
年、国内でクマとのHWCが頻発している理由やそ
のメカニズム、必要な対策についてご説明をいただ
きました。

……………………………………………………………
司会進行：�渡辺　雅彦� �

（�日本学術会議第二部会員、北海道大学
大学院医学研究院特任教授）

（１）開会挨拶
13：30～13：35　開会挨拶
　三枝　信子（�日本学術会議副会長・第三部会員、

国立研究開発法人国立環境研究所地
球システム領域領域長）

　宇山　智彦（�日本学術会議第一部会員・北海道地
区会議代表幹事、北海道大学スラブ・
ユーラシア研究センター教授）

（２）講演
13：35～14：00　「�クマとの衝突はなぜ増えている

のか？」
　坪田　敏男（北海道大学大学院獣医学研究院教授）

14：00～14：25　「�増え続ける北海道のシカとの共
生のために」

　稲富　佳洋（�北海道立総合研究機構エネルギー・
環境・地質研究所自然環境部生物多
様性保全グループ・主査）

14：25～14：50　�「ゼニガタアザラシの管理を考える」
　小林　万里（東京農業大学生物産業学部教授）

15：00～15：25　「トドの問題を探る」
　磯野　岳臣（�水産研究・教育機構水産資源研究所

主任研究員）

15：25～15：50　「アライグマ問題の今後」
　池田　透（北海道大学大学院文学研究院 教授）

（３）パネルディスカッション
15：50～16：20
　進行　石塚　真由美（�日本学術会議連携会員、北

海道大学大学院獣医学研究
院教授）

　パネリスト　�坪田　敏男、稲富　佳洋、小林　万
里、磯野　岳臣、池田　透

（４）閉会挨拶
16：20～16：25　渡辺　雅彦
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講演をする小林 東京農業大学生物産業学部教授

　北海道特有のHWCの一つにトドが挙げられます。
トドによる水産資源の被害に関して、磯野 水産研
究・教育機構水産資源研究所主任研究員より、国内
におけるトドの個体数の変化とのその原因、道内の
トドによる漁業被害について説明いただきました。
漁業の「被害額」ではなく、「被害の軽減」が必要
であること、適切な資源評価に基づく個体数調整が
必要であること、生態系に基づく管理が必要である
こと等について説明いただきました。

講演をする磯野 水産研究・教育機構水産資源研究所主任研究員

　最後に、現在、アライグマをはじめとして、国内
で広域に拡大してしまった様々な外来種について、
なぜ、生息域が広がってしまったのかその理由、対
策の長期化の問題、根絶の難しさについて、基本的
な説明を頂きました。また、外来種管理について、
どのように考えていく必要があるのか、専門家とし
てのご意見を頂いた後、現在の国内のアライグマの
状況と生息密度の考え方、合意形成の重要性、科学
的知見に基づく対応、そして今後の対策について講
演いただきました。新たな取り組みとして、新規に
開発されたトラップについても紹介されました。

講演をする坪田 北海道大学教授

　次に道内におけるエゾシカのとのHWCについて、
稲富 北海道立総合研究機構主査より、北海道で行っ
ているモニタリングと個体数指数に基づくエゾシ
カの管理計画について説明頂きました。シカの採食
によって、農業被害はもちろん、交通障害、森林構
造や湿原植生にまで影響があることが報告されまし
た。シカの有効活用や、市街地に出てくるアーバン
ディアの危険性についても話があり、最後にゾーニ
ングの必要性についてまとめていただきました。

講演をする稲富 北海道立総合研究機構主査

　アザラシの漁業問題については、もしかすると、
他のHWC問題に比べて、これまで社会的な認知が
進んでいなかったかもしれません。この講演会では
以前より問題となっているアザラシによる漁業被害
について、長年本課題を研究されている東京農業大
学の小林教授よりご講演をいただきました。アザラ
シの調査方法やその行動、実際の被害、そして最後
にアザラシがもたらす生態系の恩恵についても言及
され、HWCをどのようにとらえていくべきか、広
い視点でのお話をいただきました。
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質疑応答

　本学術講演会の最後に当たり、北海道大学の渡辺
特任教授より閉会のご挨拶をいただきました。今回
の学術講演会には、現地会場より60名、オンライン
で136名、計196名のご参加をいただきました。オン
ラインでは、北海道に限らず、全国からご参加いた
だき、この問題に対する社会的関心が非常に高いこ
とがわかります。講演会は盛況のうちに終わり、ご
登壇の皆様、そして熱心にご参加いただいた参加者
の皆様に、心からの感謝を申し上げます。

閉会挨拶をする渡辺 北海道大学特任教授

講演をする池田 北海道大学教授

　講演時間が大幅に後ろ倒しになってしまったこと�
から、残念ながら、パネルディスカッションについて�
十分な時間をとることができませんでしたが、会場
やオンラインから非常に多くのご質問をいただき、
各講演者にお答えいただきました。時間が限られて
いたため、すべてのご質問にお答えすることはでき
ませんでしたが、質疑応答の最後に、参加者の皆様
向けに、専門家の立場として、講演者から一言ずつ
いただき、パネルディスカッションを終了しました。

質疑応答の進行をする石塚 教授
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「アライグマ問題の今後」
　池田　透
　（北海道大学大学院文学研究院教授）

◇パネルディスカッション
　進行　�石塚　真由美� �

（�日本学術会議連携会員、北海道大学大学院�
獣医学研究院教授）

　パネリスト　�坪田　敏男、稲富　佳洋、小林　万
里、磯野　岳臣、池田　透

◇挨拶　渡辺　雅彦

○北海道地区会議サイエンスカフェ
　令和６年３月６日（水）
　三省堂書店札幌店内 ブックス＆カフェUCC
　「血管研究の先に見えるもの」
　講師　樋田　京子
　（�日本学術会議第二部会員、北海道大学大学院歯学�
研究院 教授）

○北海道地区会議運営協議会
①令和５年５月29日（月）　北海道大学（札幌市）
議題１　�令和５年度日本学術会議北海道地区会議学

術講演会について
議題２　�日本学術会議サイエンスカフェの実施につ

いて
議題３　その他

②令和５年７月21日（金）（文書開催）
議題１　�日本学術会議北海道地区会議学術講演会

「人間と野生生物の共生のために―北海道
の最新研究と実践―（仮題）」の開催につ
いて

③令和６年３月開催予定（文書開催）
議題１　令和６年度事業計画について
報告１　�令和５年度日本学術会議北海道地区会議事

業実施報告について

令和５年度実施の地区事業（実施分）

○学術講演会
令和５年11月18日（土）
� 北海道大学学術交流会館（札幌市）
「�人間と野生生物の共生のために� �
　　　　　　　―北海道の最新研究と実践―」

参加者196名（うちオンライン参加136名）

概要
◇司会　渡辺　雅彦
　（�日本学術会議第二部会員、北海道大学大学院医学�
研究院特任教授）

◇挨拶
　三枝　信子
　（�日本学術会議副会長・第三部会員、国立研究開発�
法人国立環境研究所地球システム領域領域長）

　宇山　智彦
　（�日本学術会議第一部会員・北海道地区会議代表
幹事、北海道大学スラブ・ユーラシア研究セン
ター教授）

◇講演
「クマとの衝突はなぜ増えているのか？」
　坪田　敏男
　（北海道大学大学院獣医学研究院教授）

「増え続ける北海道のシカとの共生のために」
　稲富　佳洋
　（�北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研
究所自然環境部生物多様性保全グループ・主査）�

「ゼニガタアザラシの管理を考える」
　小林　万里
　（東京農業大学生物産業学部教授）

「トドの問題を探る」
　磯野　岳臣
　（水産研究・教育機構水産資源研究所主任研究員）
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北海道地区会議運営協議会委員紹介

　第26期日本学術会議北海道地区会議の運営委員を紹介します。

氏名　　宇山　智彦（うやま　ともひこ） 第一部会員（北海道地区会議代表幹事）

所属・職名 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター・教授

所属委員会（日本学術会議） 地域研究委員会、地域研究社会連携分科会、民主主
義の深化と退行に関する比較政治分科会など

研究分野（研究テーマ）
中央ユーラシア地域研究・イスラーム地域研究、中央アジア近代史・知識人史、ロシ
ア帝国史・比較帝国史・民族問題史、中央アジア現代政治を中心とする比較政治、権
威主義体制論、旧ソ連地域における国際関係と日本外交

氏名　　有村　博紀（ありむら　ひろき） 第三部会員

所属・職名 北海道大学大学院情報科学研究院・教授

所属委員会（日本学術会議） 情報学委員会

研究分野（研究テーマ）
人工知能、機械学習、データマイニング、情報検索、および、それらに関するアルゴ
リズムの設計と解析

氏名　　河原　純一郎（かわはら　じゅんいちろう） 第一部会員

所属・職名 北海道大学大学院文学研究院・教授

所属委員会（日本学術会議） こころの科学のキャリアパス構築分科会

研究分野（研究テーマ）
認知心理学（注意、顔、視線、記憶）、心理学の産業応用（広告、非注意・不注意）、
法と心理学

氏名　　倉本　圭（くらもと　きよし） 第三部会員

所属・職名 北海道大学大学院理学研究院・教授

所属委員会（日本学術会議） 地球惑星科学委員会、地球惑星圏分科会、天文学・
宇宙物理学分科会

研究分野（研究テーマ）
惑星科学（原始太陽系円盤における物質進化、惑星・衛星の形成と進化、惑星大気の
起源・進化・多様性、火星衛星探査計画MMX）
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氏名　　玉腰　暁子（たまこし　あきこ） 第二部会員

所属・職名 北海道大学大学院医学研究院・教授

所属委員会（日本学術会議） 健康・生活科学委員会、科学者委員会

研究分野（研究テーマ）
疫学、公衆衛生（特に地域在住者を対象に、生活習慣と健康との関連を検討）

氏名　　樋田　京子（ひだ　きょうこ） 第二部会員

所属・職名 北海道大学大学院歯学研究院・教授

所属委員会（日本学術会議） 歯学委員会、科学者委員会ジェンダー・エクイティ
分科会委員、歯学委員会基礎系歯学分科会委員、歯
学委員会病態系歯学分科会委員

研究分野（研究テーマ）
口腔医科学（がん微小環境と口腔常在菌の関与）
実験病理学（腫瘍、感染症における血管病態、免疫細胞との相互作用）
橋渡し病理学（基礎研究成果の臨床検体での検証）

氏名　　美馬　のゆり（みま　のゆり） 第一部会員

所属・職名 公立はこだて未来大学システム情報科学部・教授

所属委員会（日本学術会議） 広報委員会、情報教育分科会、教育データ利活用分
科会、子どもの権利に関する分科会

研究分野（研究テーマ）
学習科学（情報工学、教育学、認知心理学にまたがる分野）。
人がいかに学ぶかについての理解に基づいて、テクノロジーを使いつつ学習過程を支
援する教材やツールの開発。近年はAIリテラシー向上のための教材開発。

氏名　　渡辺　雅彦（わたなべ　まさひこ） 第二部会員

所属・職名 北海道大学大学院医学研究院・特任教授

所属委員会（日本学術会議） 基礎医学委員会

研究分野（研究テーマ）
神経解剖学（シナプス伝達分子の発現と局在）、神経科学（活動依存的なシナプス回
路発達の分子細胞機構）
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氏名　　石塚　真由美（いしづか　まゆみ） 連携会員

所属・職名 北海道大学大学院獣医学研究院・教授

所属委員会（日本学術会議） 獣医学分科会、食の安全分科会、毒性学分科会、環
境リスク分科会

研究分野（研究テーマ）
毒性学（化学物質の生体内代謝と動態、化学物質感受性の動物種差の機序解明）
環境毒性学（環境化学物質のフィールド調査、毒性メカニズム）

氏名　　庭山　聡美（にわやま　さとみ） 連携会員

所属・職名 室蘭工業大学大学院工学研究科しくみ解明系領域・
教授

所属委員会（日本学術会議） 化学委員会、薬学委員会

研究分野（研究テーマ）
有機合成化学（対称化合物の環境にやさしい非対称化反応の開発とその応用）、生物
有機化学（有機化合物を利用したタンパク質の定量法の開拓）
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第26期地区会議構成員

　第26期北海道地区会議構成員は会員および連携会
員で構成されている。

［会　　員］
有村　博紀	 第三部会員（北海道大学大学院情報

科学研究院・教授）
宇山　智彦	 第一部会員（北海道大学スラブ・ユー

ラシア研究センター・教授）
河原純一郎	 第一部会員（北海道大学大学院文学

研究院・教授）
倉本　　圭	 第三部会員（北海道大学大学院理学

研究院・教授）
玉腰　暁子	 第二部会員（北海道大学大学院医学

研究院・教授）
樋田　京子	 第二部会員（北海道大学大学院歯学

研究院・教授）
美馬のゆり	 第三部会員（公立はこだて未来大学

システム情報科学部・教授）
渡辺　雅彦	 第二部会員（北海道大学大学院医学

研究院・特任教授）

［連携会員］
網塚　　浩	 北海道大学大学院理学研究院・教授
石塚真由美	 北海道大学大学院獣医学研究院・�

教授
泉　　典洋	 北海道大学大学院工学研究院・教授
上田　佳代	 北海道大学大学院医学研究院・教授
臼杵　　勲	 札幌学院大学人文学部人間科学科・

教授
内山　幸子	 東海大学国際文化学部地域創造学

科・教授
大野　宗一	 北海道大学大学院工学研究院・教授
大場　雄介	 北海道大学大学院医学研究院・教授
岡部　　聡	 北海道大学大学院工学研究院・教授
小川美香子	 北海道大学大学院薬学研究院・教授
尾﨑　一郎	 北海道大学大学院法学研究科・教授
片桐　由喜	 小樽商科大学・教授
加藤　重広	 北海道大学大学院文学研究院・教授
菊地　　優	 北海道大学大学院工学研究院・教授
北　　裕幸	 北海道大学大学院情報科学研究院・

教授

後藤　貴文	 北海道大学北方生物圏フィールド科
学センター・教授

齊藤　正彰	 北海道大学大学院法学研究科・教授
櫻井　晃洋	 札幌医科大学医学部遺伝医学・教授
迫田　義博	 北海道大学大学院獣医学研究院・�

教授
笹木　敬司	 北海道大学電子科学研究所・教授
佐藤　典宏	 北海道大学病院病院長補佐/臨床研

究開発センターセンター長・教授
澤村　正也	 北海道大学大学院理学研究院・教授
信濃　卓郎	 北海道大学大学院農学研究院・教授
清水真理子	 国立研究開発法人土木研究所寒地土

木研究所寒地農業基盤研究グループ
資源保全チーム・主任研究員

相馬　雅代	 北海道大学大学院理学研究院・准教授
髙橋　素子	 札幌医科大学医学部医化学講座・教授
武冨　紹信	 北海道大学大学院医学研究院・教授
田髙　悦子	 北海道大学大学院保健科学研究院・

教授
伹野　　茂	 北海道大学大学院保健科学研究院・

客員教授/北海道大学・名誉教授
田中　伸哉	 北海道大学大学院医学研究院・教授
中小路久美代	 公立はこだて未来大学システム情報�

科学部情報アーキテクチャ学科・教授
長野　克則	 北海道大学大学院工学研究院・教授
西野　吉則	 北海道大学電子科学研究所・教授
西村　正治	 北海道呼吸器疾患研究所・理事長/

豊水総合メディカルクリニック・医
師/北海道大学・名誉教授

庭山　聡美	 室蘭工業大学大学院工学研究科しく
み解明系領域・教授

野口　　伸	 北海道大学大学院農学研究院研究院
長・教授

橋本　雄一	 北海道大学大学院文学研究院・教授
長谷山美紀	 北海道大学大学院情報科学研究院・

教授
波多野隆介	 北海道大学・名誉教授
平野　高司	 北海道大学大学院農学研究院・教授
藤田　　修	 北海道大学大学院工学研究院・教授
藤田　知道	 北海道大学大学院理学研究院・教授
藤山　文乃	 北海道大学大学院医学研究院・教授
古屋　正人	 北海道大学大学院理学研究院・教授
寳金　清博	 国立大学法人北海道大学・総長
三浦　誠司	 北海道大学大学院工学研究院・教授
南　　雅文	 北海道大学大学院薬学研究院・教授
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見延庄士郎	 北海道大学大学院理学研究院・教授
村井　祐一	 北海道大学大学院工学研究院・教授
村上　正晃	 北海道大学遺伝子病制御研究所・所

長・教授
村越　　敬	 北海道大学大学院理学研究院・教授
森本　淳子	 北海道大学大学院農学研究院・准教授
山内　太郎	 北海道大学大学院保健科学研究院・�

教授/環境健康科学研究教育センター・�
センター長

� （氏名は五十音順）

日本学術会議北海道地区会議事務局
北海道大学研究推進部研究振興企画課
〒060-0808　札幌市北区北８条西５丁目

電話（011）706-2155　ＦＡＸ（011）706-4873


